
 

 

 

 

 

 

 

愛川都市計画住宅市街地の開発整備の方針 
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愛川都市計画住宅市街地の開発整備の方針の変更（神奈川県決定） 

 

 

都市計画住宅市街地の開発整備の方針を次のように変更する。 

 

住宅市街地の開発整備の方針 

「別添のとおり」



 

 

理 由 書 

 

本区域における実現すべき住宅市街地のあり方、良好な住宅市街地の整備又は開発の方針を定め、

さらに、既存の低・未利用地及び住宅密集市街地等、その地域特性に応じて良好な住宅市街地として

計画的に整備又は開発すべき相当規模の地区について、地区の整備又は開発の目標、用途、密度に関

する基本方針等を定めることにより、良好な居住環境の整備、誘導を図るため、本案のとおり変更す

るものです。 
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１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

① 住宅市街地のあり方 

現在の住宅地は、中津地域と愛川地域の市街化区域及び高峰地域などの市街化調整区域に

おける既存集落によって形成されている。 

中津地域等の市街地では、生活道路の幅員が狭あいで、小規模公園等の都市施設の整備等

も不十分な状況となっているため、適時適切な整備・維持管理等を行い、良好な市街地形成

を図る。 

② 良好な居住環境の確保等に係る目標 

良質な住宅市街地の形成を図るため、生活関連道路の改良、公園・下水道の整備などの生

活基盤の整備を推進し、居住環境の向上を目指すほか、積極的な移住の促進を通じた空き家

問題等の対策を通じ、防犯対策等に優れた地域の形成を図る。 

住居系用途と工業系用途の混在が見られる桜台地区や稲荷木地区については、基本的に住

居系の土地利用に純化する方向で土地利用の誘導を進める。 

 

(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

住宅市街地の開発整備の目標を達成するため、道路や公園、下水道などの都市基盤の整備・

維持管理等につとめ、快適で利便性の高いまちづくりを推進する。 

また、空き家解消対策の一環として、改修費及び取得費等の助成を含めた空き家バンク制度

を推進する。 

① 良好な環境を有する住宅地の維持・保全 

市街地開発事業により面的に整備され、良好な居住環境が整備されている桜台団地地区に

ついては、今後とも良好な居住環境の維持に努める。 

② 計画的な住宅地の整備 

今後発生する新たな住宅需要については、コンパクトな市街地形成を目指し、現市街化区

域内の農地・未利用地において宅地促進を図る。 

③ 小規模、狭小な開発の進んでいる住宅地の整備 

小規模な開発行為においては、まちなみを整え、共同空間などに緑を多くすることによっ

て、生活の豊かさを演出するなど、良質な都市ストックとして次世代に継承できるまちを目

指し誘導を図る。 

 

２ 重点地区の整備又は開発の計画の概要 

｢神奈川県住生活基本計画｣に定める重点供給地域のうち、特に計画的な住宅市街地の整備又は開

発が必要な重点地区及び当該地区の整備又は開発の計画の概要は、別表及び別図のとおりである。 
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別表 重点地区の整備又は開発の計画の概要 

地 区 名 １ 諏訪前地区 ２ 下大塚地区 

面   積 約15.0ha 約6.0ha 

イ 地区の整備又は開発

の目標 
民間開発、地区計画等の導入

により、計画的な住宅市街地の

整備を促進する。 

民間開発、地区計画等の導入

により、計画的な住宅市街地の

整備を促進する。 

ロ 用途、密度に関する

基本方針、その他の土

地利用計画の概要 

低層住宅を中心とした低密度

の住宅市街地とする。 

低層住宅を中心とした低密度

の住宅市街地とする。 

ハ 都市施設、地区施設

の整備方針 
地区計画等により地区内の街

路、公園等の都市施設及び地区

施設の整備を推進する。 

地区計画等により地区内の街

路、公園等の都市施設及び地区

施設の整備を推進する。 

ニ その他の特記すべき

事項 

― ― 

(参考) 

重点地区を含む重点供給

地域の名称 

 

諏訪前地域 

 

下大塚地域 
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